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  ［Abstract］
The Level of Recognition of Clinical and Certified Psychologists 
Held by University Students Studying a New Curriculum to Qualify 
as Licensed Psychologists and Their Hopes to become Certified: A 
Follow-up Survey from 2018 to 2019

The subjects of this study comprised a total of 189 first-and second-year 
university students (131 females and 58 males; average age: 18.50 years 
± 0.649; range: 18–23 years) undertaking a new curriculum to obtain 
the psychologist certification. We investigated the extent of their under-
standing under two categories, i.e. clinical (CP) and licensed psycholo-
gists (P). We also tried to ascertain whether they hoped to obtain these 
certifications by examining and comparing the data for 2018 and 2019. 
The results suggested that 98.9% of the participants (187 students) 
identified CP and 97.4% (184 students) recognised P. The first-year uni-
versity students of 2018 scored higher on the question ‘Do you hope to 
obtain a certification as a CP?’ than the second-year university students 
of 2019. Similarly, first-year university students of 2019 scored higher 
on the question ‘Do you hope to obtain a certification as a P?’ than the 
second-year university students of 2019. These results suggest that the 
number of students who hoped to obtain certifications decreased in the 
second year of the course.

キーワード：�臨床心理士の認知度，公認心理師の認知度，資格取得の希望状況，公認心理師資格
対応のカリキュラム下にある大学生

Key words：�Level of recognition of clinical psychologists, level of recognition of certified 
psychologists, state of hoping to become certified, university students taking a 
curriculum for becoming certified as licensed psychologists

Ⅰ　問題

　広報，政策，啓発などのための基礎的な資
料を得ることを目的とし，様々な分野で認知
度に関する調査が行われている。以下に，近
年の様々な認知度に関する主要な調査を列挙
する。
　例えば，「心房細動の認知度」（杉原ら，
2017），「歯周病の認知度」（下野ら，2018），

「変形性膝関節症患者における理学療法の認
知度」（南條・高木，2019），「グルテンフリ
ー食の認知度」（庄林ら，2019），「AED 設置
場所の認知度」（八戸ら，2020），「歯科麻酔
の認知度」（小川ら，2020），「摂食障害の認
知度」（小原ら，2020），「ヘリコバクターピ
ロリ感染に関する認知度」（芹澤ら，2020）
などの報告がある。
　近年，臨床心理士は，災害時の心理的支援
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や教育現場でのスクールカウンセラーとして
よく知られる心理専門職として定着してい
る。しかし，臨床心理士は，あくまで公益財
団法人による認定資格であり国家資格ではな
いため，心理的支援の必要性が広く求められ
るようになってから，長い間心理専門職の国
家資格の確立が望まれてきた。多くの関係者
の努力により，2015年9月9日に公認心理師法
（厚生労働省，2015）が成立し，本邦初の心
理専門職の国家資格化が実現した。公認心理
師は，臨床心理士に比べ養成カリキュラム上
の必要実習時間が増えるため，実習先の確保，
養成に携わる関係者への情報共有や実習の方
法など課題も少なくない。全国の大学で公認
心理師資格対応の新カリキュラムが2018年度
から開始された。
　臨床心理士の認知度に関して，安部ら
（2010）の特別支援教育コーディネーターを
対象とした調査があり，「臨床心理士は，認
知度が高い専門職」だという。また，臨床心
理士と公認心理師の認知度について，牧田
（2019）は心理学を専攻する大学1年生を対
象に，その認知度を調べている。しかしなが
ら，これらの先行研究は，限られた範囲内で
臨床心理士や公認心理師の認知度を一定程度
明らかにしたものでしかない。現在，心理専
門職の国家資格である公認心理師が成立した
こともあり，その養成を目的とした教育現場
では多くの課題を抱えつつ，カリキュラムの
遂行に努めている。そこで今回臨床心理士と
公認心理師の認知度と資格取得希望の状況を
基礎的資料としてまとめることで，それらの
課題解決の一助となればと考え，調査を実施
した。
　本研究では以下の仮説をもとに研究目的を
設定した。仮説①2018年度と2019年度の公認
心理師の資格対応下にある大学生は，臨床心
理士と公認心理師の認知度に差はないだろ
う。仮説②2018年度と2019年度の公認心理師
資格対応の新カリキュラム下にある大学生

は，臨床心理士と公認心理師の資格取得希望
の状況に差はないだろう。

Ⅱ　目的

　本研究では，公認心理師資格対応の新カリ
キュラム下にある大学1年生と2年生を対象に
臨床心理士と公認心理師の認知度とそれらの
資格取得の希望状況を明らかにする。また，
2018年度と2019年度を比較し，臨床心理士と
公認心理師の認知度と資格取得の希望状況の
変化を検証する。

Ⅲ　方法

1．調査対象
　地方の一私立大学の公認心理師資格対応の
新カリキュラム下にある大学1年生と2年生
224名を対象に，質問紙を配布し，193名分を
回収した（回収率86.2％）。そのうち，欠損
値のあるものを除外した大学1年生（133名）
と2年生（56名）計189名（女性131名，男性
58名，平均年齢18.50歳±0.649，range：18-
23）を分析対象とした（表1）。資格取得希望
者の状況を調べるために，本調査の2018年度
は公認心理師資格対応の新カリキュラムが開
始された1年生のみを対象とするとともに，
牧田（2019）の調査データを用い，欠損値の
あるものを除外し，分析対象とした。

表1　対象者の属性
年度

合計
2018年度 2019年度

1年生 51 82 133
2年生 0 56 56

合計 51 138 189

2．調査方法
　質問紙を用いて調査した。
3．倫理的配慮
　調査用紙に調査目的についての説明を記
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し，配布の時点で，アンケートへの回答は任
意かつ無記名であり，調査に協力せずとも何
ら不利益が生じないことを文書と口頭で伝え
た。
4．調査時期
　調査は，第一期，2018年7月，大学の講義
科目「心理統計法基礎」の時間を割愛し，第
二期，2019年4月「新学年学科オリエンテー
ション」の時間を割愛し，二期に渡り実施し
た。調査時間は，約10分間を要した。
5．調査内容
1）基本属性：所属学科，学年，年齢，性別
を尋ねた。
2）全6項目の質問からなる。①「あなたは臨
床心理士という資格を聞いたことがあります
か？」の質問を「あります」「ありません」
「分かりません」の3件法で回答を求めた。
②「①」で「あります」と回答した者に対し，
「あなたは臨床心理士についてどのくらい知
っていますか？」の質問を「少し」～「とて
も」の7件法で回答を求めた。③「あなたは
臨床心理士の資格を取得したいですか？」の
質問を「取得するつもりはない」～「取得し
たい」の7件法で回答を求めた。④「あなた
は公認心理師という資格を聞いたことがあり
ますか？」の質問を「あります」「ありませ
ん」「分かりません」の3件法で回答を求めた。
⑤「④」で「あります」と回答した者に対し，
「あなたは公認心理師についてどのくらい知
っていますか？」の質問を「少し」～「とて
も」の7件法で回答を求めた。⑥「あなたは
公認心理師の資格を取得したいですか？」の
質問を「取得するつもりはない」～「取得し
たい」の7件法で回答を求めた。

Ⅳ　結果

1．臨床心理士の認知度
　対象者全体の「あなたは臨床心理士という
資格を聞いたことがありますか」の回答を男

女ごとにクロス集計した結果を表2に示す。
「ある」と回答した人は，98.9％（187名），
「ない」と回答した人は，1.1％（2名），「分
からない」と回答した人はいなかった。続い
て，臨床心理士の認知度について，「2018年
度1年生群」，「2019年度1年生群」，「2019年度
2年生群」の3群に分け集計を行った（表3）。
その結果，2018年1年生群は，「ある」と回答
した人は，100％（51名），「ない」「分からな
い」と回答した人は，いなかった。2019年1
年生群は，「ある」と回答した人は，97.6％（80
名），「ない」と回答した人は，2.4％（2名），
「分からない」と回答した人はいなかった。
2019年2年生群は，「ある」と回答した人は，
100％（56名），「ない」「分からない」と回答
した人は，いなかった。回答者なしのセルが
多かったため，分布の偏りを調べるためのχ
二乗検定は行わなかった。
2．公認心理師の認知度
　対象者全体の「あなたは公認心理師という
資格を聞いたことがありますか」の回答を男
女ごとにクロス集計した結果を表4に示す。
「ある」と回答した人は，97.4％（184名），「な
い」「分からない」と回答した人は2.6％（5名）
だった。続いて，公認心理師の認知度につい
て，「2018年度1年生群」，「2019年度1年生群」，
「2019年度2年生群」の3群に分け集計を行っ
た（表5）。その結果，2018年1年生群は，「あ
る」と回答した人は，94.2％（49名），「ない」
と回答した人は，3.8％（2名），「分からない」
と回答した人は，1.9％（1名）だった。2019
年1年生群は，「ある」と回答した人は，98.8
％（80名），「ない」と回答した人は，1.2％
（1名）「分からない」と回答した人はいなか
った。2019年2年生群は，「ある」と回答した
人は，98.2％（55名），「ない」と回答した人
は，1.8％（1名），「分からない」と回答した
人はいなかった。回答者なしのセルが多かっ
たため，分布の偏りを調べるためのχ二乗検
定は行わなかった。
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表2　「あなたは臨床心理士という資格を聞いたことがありますか」の男女ごとの回答分布（クロス集計）
臨床心理士の認知度

合計
ある ない 分からない

性別
男性

度数 56 2 0 58
割合 96.6% 3.4% 100%

女性
度数 131 0 0 131
割合 100% 100%

合計
度数 187 2 0 189
割合 98.9% 1.1% 100%

表4　「あなたは公認心理師という資格を聞いたことがありますか」の男女ごとの回答分布（クロス集計）
公認心理師の認知度

合計
ある ない 分からない

性別
男性

度数 55 2 1 58
割合 94.8% 3.4% 1.7% 100%

女性
度数 129 2 0 131
割合 98.8% 1.5% 100%

合計
度数 184 4 1 189
割合 97.4% 2.1% 0.5% 100%

表3　「あなたは臨床心理士という資格を聞いたことがありますか」の年度と学年ごとの回答分布
　　（クロス集計）　　　

臨床心理士の認知度
合計

ある ない 分からない

2018年度１年生
度数 51 0 0 51
割合 100% 100%

2019年度１年生
度数 80 2 0 82
割合 97.6% 2.4% 100%

2019年度２年生
度数 56 0 0 56
割合 100% 100%

表5　「あなたは公認心理師という資格を聞いたことがありますか」の年度と学年ごとの回答分布
（クロス集計）　　　

臨床心理士の認知度
合計

ある ない 分からない

2018年度１年生
度数 49 2 1 52
割合 94.2% 3.8% 1.9% 100%

2019年度１年生
度数 80 1 0 81

割合 98.8% 1.2% 100%

2019年度２年生
度数 55 1 0 56

割合 98.2% 1.8% 100%
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3．�「2018年度1年生群」，「2019年度1年生
群」と「2019年度2年生群」の3群ごと
の得点の集計

　「臨床心理士をどれくらい知っています
か」，「臨床心理士資格を取得したいですか」，
「公認心理師をどれくらい知っていますか」，
「公認心理師の資格を取得したいですか」の
それぞれの質問項目の得点を2018年1年生，
2019年1年生と2019年度2年生の3群ごとに集
計した結果を示す（表6）。
4．�「2018年1年生群」と「2019年1年生群」

の比較
　2018年1年生と2019年1年生との間に得点
の差があるかどうかを調べるために，t 検定
を行った（表7）。「臨床心理士をどれくらい

知っていますか」の得点について，「2018年
1年生群」と「2019年1年生群」の平均値に
有意な差は見られなかった（t（129）＝1.44，
ns）。また，「臨床心理士の資格を取得したい
ですか」の得点について，「2018年1年生群」
と「2019年1年生群」の平均値に有意な差は
見られなかった（t（131）＝0.564，ns）。更に，
「公認心理師をどれくらい知っていますか」
の得点について，「2018年1年生群」と「2019
年1年生群」の平均値に有意な差は見られな
かった（t（129）＝－0.068，ns）。そして，「公
認心理師の資格を取得したいですか」の得点
について，「2018年1年生群」と「2019年1年
生群」の平均値に有意な差は見られなかった
（t（130）＝－1.540，ns）。

表6　2018年度1年生と2019年度1年生と2019年度2年生の得点
質問項目 年度 学年 度数 平均値 標準偏差 平均値の

標準誤差

「臨床心理士をどれくらい知っていますか」
2018年度 1年生 51 3.45 1.68 0.23 
2019年度 1年生 80 3.01 1.71 0.19 
2019年度 2年生 56 2.96 1.63 0.22 

「臨床心理士の資格を取得したいですか」
2018年度 1年生 51 4.35 2.14 0.30 
2019年度 1年生 82 4.15 1.99 0.22 
2019年度 2年生 56 3.55 1.97 0.26 

「公認心理師をどれくらい知っていますか」
2018年度 1年生 51 3.35 1.82 0.25 
2019年度 1年生 80 3.38 1.80 0.20 
2019年度 2年生 55 3.27 1.81 0.24 

「公認心理師の資格を取得したいですか」
2018年度 1年生 51 4.39 2.18 0.31 
2019年度 1年生 81 4.96 2.00 0.22 
2019年度 2年生 56 4.18 2.07 0.28 

表7　2018年度の1年生と2019年度の1年生の得点の比較（t 検定）

質問項目 F値 有意確率 t 値 自由度 有意確率
（両側）

平均値
の差

差の
標準誤差

信頼区間
判定

下限 上限
「臨床心理士をどれくらい知っ
ていますか」 0.497 .482 1.442 129 .152 0.438 0.304 -0.163 1.040 ns

「臨床心理士の資格を取得した
いですか」 1.483 .225 0.564 131 .573 0.207 0.366 -0.518 0.931 ns

「公認心理師をどれくらい知っ
ていますか」 0.149 .700 -0.068 129 .946 -0.022 0.324 -0.664 0.619 ns

「公認心理師の資格を取得した
いですか」 1.233 .269 -1.540 130 .126 -0.571 0.371 -1.304 0.163 ns

（＊　p＜.05, ns  not significant）

公認心理師資格対応の新カリキュラム下にある大学生の臨床心理士と公認心理師の認知度と資格取得の希望状況



― 48 ―

5．�「2018年1年生群」と「2019年2年生群」
の比較

　2018年1年生と2019年2年生との得点の間
に差があるかどうかを調べるために，t 検定
を行った（表8）。「臨床心理士をどれくらい
知っていますか」の得点について，「2018年1
年生群」と「2019年2年生群」の平均値に有
意な差は見られなかった（t（105）＝1.522，
ns）。また，「臨床心理士の資格を取得したい
ですか」の得点について，「2018年1年生群」
と「2019年2年生群」の平均値に有意な差が
見られた（t（105）＝2.010，p＜.047）。
「公認心理師をどれくらい知っていますか」
の得点について，「2018年1年生群」と「2019
年2年生群」の平均値に有意な差は見られな
かった（t（104）＝0.227，ns）。そして，「公
認心理師の資格を取得したいですか」の得点
について，「2018年1年生群」と「2019年2年
生群」の平均値に有意な差は見られなかった

（t（105）＝0.518，ns）。
6．�「2019年1年生群」と「2019年2年生群」

の比較
　2019年1年生と2019年2年生との得点の間に
差があるかどうかを調べるために，t 検定を
行った（表9）。「臨床心理士をどれくらい知
っていますか」の得点のみ，等分散性のため
の Levence の検定に有意な差が見られたの
で，等分散性を仮定しなかった。
　「臨床心理士をどれくらい知っていますか」
の得点について，「2019年1年生群」と「2019
年2年生群」の平均値に有意な差は見られな
かった（t（81.00）＝1.423，ns）。また，「臨
床心理士の資格を取得したいですか」の得点
について，「2019年1年生群」と「2019年2年
生群」の平均値に有意な差は見られなかっ
た（t（136）＝1.722，ns）。「公認心理師をど
れくらい知っていますか」の得点について，
「2019年1年生群」と「2019年2年生群」の平

表8　2018年度の1年生と2019年度の2年生の得点の比較（t 検定）

質問項目 F値 有意確率 t 値 自由度 有意確率
（両側）

平均値
の差

差の
標準誤差

信頼区間
判定

下限 上限
「臨床心理士をどれくらい
知っていますか」 0.007 .931 1.522 105 .131 0.487 0.320 -0.147 1.121 ns

「臨床心理士の資格を取得
したいですか」 1.178 .280 2.010 105 .047 0.799 0.398 0.011 1.588 ＊

「公認心理師をどれくらい
知っていますか」 0.147 .702 0.227 104 .821 0.080 0.353 -0.619 0.780 ns

「公認心理師の資格を取得
したいですか」 1.161 .284 0.519 105 .605 0.214 0.411 -0.602 1.029 ns

（＊　p<.05, ns  not significant）

表9　2019年度の1年生と2019年度の1年生の得点の比較（t 検定）

質問項目 F値 有意確率 t 値 自由度 有意確率
（両側）

平均値
の差

差の
標準誤差

信頼区間
判定

下限 上限
「臨床心理士をどれくらい
知っていますか」 5.81 .017 1.42 81.00 .159 0.02 0.02 -0.01 0.06 ns

「臨床心理士の資格を取得
したいですか」 0.01 .921 1.72 136 .087 0.59 0.34 -0.09 1.27 ns

「公認心理師をどれくらい
知っていますか」 1.11 .294 0.52 136 .604 0.02 0.04 -0.05 0.09 ns

「公認心理師の資格を取得
したいですか」 0.03 .869 2.22 135 .028 0.78 0.35 0.09 1.48 ＊

（＊　p<.05, ns  not significant）
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均値に有意な差は見られなかった（t（136）＝
0.520，ns）。そして，「公認心理師の資格を
取得したいですか」の得点について，「2019
年1年生群」と「2019年2年生群」の平均値
に有意な差が見られた（t（135）＝2.222，p＜
.028）。

Ⅴ　考察

　臨床心理士の認知度について，安部ら
（2010）は，特別支援教育コーディネーター
を対象とした調査を実施している。その結果，
臨床心理士は，他の医療専門職に比べ，認知
度が高い専門職だという。
　牧田（2019）は「心理学を専攻する大学の
1年生の臨床心理士と公認心理師の認知度を
調査し，それらの認知度には強い正の相関が
ある」としている。
　本研究では，公認心理師資格対応の新カリ
キュラム下にある大学1年生と2年生を対象
に，2か年度に渡り臨床心理士と公認心理師
の認知度と資格取得の希望状況を探り，今後
の心理専門職の養成のための資料を得ること
を目的とした。その結果，仮説①「2018年度
と2019年度では，臨床心理士と公認心理師の
認知度に差はないだろう」は，支持された。
仮説②「2018年度と2019年度では，臨床心理
士と公認心理師の資格取得希望の状況に差は
ないだろう」は支持されなかった。以下に，
これらの結果について若干の考察を加える。
　表2では「あなたは臨床心理士という資格
を聞いたことがありますか」の回答を男女ご
とにクロス集計し，年度と学年ごとに集計し
ている。その結果，臨床心理士の認知度は
98.9％（187名）であり，年度と学年の違い
はほとんど見られなかった。「大学生」の臨
床心理士の認知度は高いものの，「聞いたこ
とがない」という者も少数ながら存在した。
表4では「あなたは公認心理師という資格を
聞いたことがありますか」の回答を男女ごと

にクロス集計し，年度と学年ごとに集計して
いる。その結果，公認心理師の認知度は97.4
％（184名）であり，年度と学年の違いはほ
とんど見られなかった。「大学生」の公認心
理師の認知度は高いものの，「聞いたことが
ない」「分からない」という者も少数ながら
存在した。更に，表2と表4の臨床心理士と公
認心理師の認知度の違いもほとんど見られな
かった。したがって，公認心理師資格対応の
新カリキュラム下にある大学生のほとんどが
両資格を認知しているものと考えられた。
　表7 ～表9では，「臨床心理士をどれくらい
知っていますか」，「臨床心理士資格を取得し
たいですか」，「公認心理師をどれくらい知っ
ていますか」，「公認心理師の資格を取得した
いですか」のそれぞれの質問項目について，
年度と学年ごとの比較を行っている。表7で
は，2018年1年生と2019年1年生との間に差が
あるかどうかを調べている。その結果，全て
の質問項目に有意な差は見られなかった。こ
れは，1年生の資格取得希望状況に差がない
ことを示していると考えられた。
　表8では，2018年1年生と2019年2年生の間
に差があるかどうかを調べている。その結果，
2018年1年生の方が2019年2年生よりも「臨床
心理士の資格を取得したい」が多かった。ま
た，表9では，2019年1年生と2019年2年生の
間に差があるかどうかを調べている。その結
果，2019年1年生の方が2019年2年生よりも「公
認心理師の資格を取得したい」が多かった。
表7 ～表9の結果から，大学1年生時の方が，
大学2年生時よりも臨床心理士，または公認
心理師資格取得希望者が多かった。このこと
から，大学1年生時に資格取得を強く希望し，
2学年以降，資格取得を希望する者は減少す
ることが示唆された。
　臨床心理士と公認心理師の資格取得を希望
する学生が，学年を経るに従い減少していく
ということについて，以下の理由が考えられ
た。第一に，学問としての心理学の学習が進

公認心理師資格対応の新カリキュラム下にある大学生の臨床心理士と公認心理師の認知度と資格取得の希望状況
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み，臨床心理士や公認心理師に関する具体的
な情報を知ることで学生の進路から資格取得
という選択肢がなくなるため。第二に，国家
資格である公認心理師の資格取得を希望する
者が絶対的に増加しているため。第三に，学
生各自の公認心理師の資格対応科目の履修条
件により，2年生以降，資格取得を希望する
者が減少していく。
　大学進学を希望する高校生などを対象に，
国家資格である公認心理師の認知度を高める
ことにより，資格取得希望者の増加が期待で
きる。
　最後に，本研究の今後の課題について述べ
る。
　本研究は地方の一大学を対象とし，かつ1，
2年生のみを対象として調査を行ったが，大
学3，4年生や複数の公認心理師資格対応の新
カリキュラム下にある大学において調査を実
施することにより，更なる知見が得られるだ
ろう。更に，公認心理師資格の取得希望者の
維持，増加のため，カリキュラム内容の質の
向上を図る必要性を痛感しており，今後もこ
の調査の継続および拡大を検討している。

　本研究調査に協力して下さった教員各位，なら
びに調査に参加された学生諸氏に記して感謝申し
上げます。ありがとうございました。
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